
設
楽
ダ
ム
建
設
の
「
費
用
対
効
果
」
分
析
に
つ
い
て
「
中
日
」

新
聞
（
十
月
十
一
日
付
）
が
「
評
価
を
水
増
し
」
と
報
道
し
た
り
、

公
共
事
業
の
「
見
直
し
」
論
議
の
な
か
で
再
評
価
の
「
基
準
」
が
問

題
に
な
る
な
ど
、
「
費
用
対
効
果
」
評
価
が
あ
ら
た
め
て
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
「
設
楽
ダ
ム
建
設
事
業
を
検
証
す
る
」
の
な
か
で
、
愛
知

大
学
の
宮
入
教
授
が
、
設
楽
ダ
ム
建
設
の
「
費
用
対
効
果
」
分
析
の

問
題
点
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
ま
し
た
。
簡
潔
に
紹
介
し
ま
す
。

「
費
用
対
効
果
」
分
析
は
、
便
益
と
費
用
を
対
比
し
て
事
業
の
効

率
性
を
評
価
す
る
一
つ
の
基
準
で
す
が
、
大
き
な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

①

こ
れ
は
事
業
評
価
の
唯
一
の
基
準
で
も
、
最
大
の
基
準
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ダ
ム
事
業
を
評
価
す
る
場
合
、
「
効
率
性
」
基
準
以
外

に
、
「
必
要
不
可
欠
性
」
「
公
平
性
」
（
環
境
や
人
権
ま
も
る
か
ど

う
か
）
「
妥
当
性
」
（
技
術
的
・
社
会
的
・
財
政
的
な
ど
他
に
代
替

手
段
な
い
か
ど
う
か
）
「
政
治
的
正
当
性
」
（
民
主
的
手
続
き
の
保

障
）
「
公
平
性
」
等
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
（
注
：
ダ
ム
事
業
評
価

は
こ
れ
ら
を
含
め
て
基
本
的
な
柱
と
す
べ
き
で
す
）

②

便
益
や
費
用
は
市
場
価
格
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
場

価
格
で
表
示
で
き
な
い
便
益
や
費
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
便
益

で
は
大
き
く
、
費
用
で
は
小
さ
く
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業

が
実
施
さ
れ
る
「
お
墨
付
き
」
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

③

絶
対
的
損
失
、
た
と
え
ば
、
人
命
や
貴
重
な
自
然
資
源
、
文
化

財
な
ど
、
再
生
不
能
な
も
の
の
損
失
は
経
済
計
算
に
な
じ
ま
ず
、
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
絶
対
的
損
失
が
生
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。

設
楽
ダ
ム
建
設
の
「
費
用
対
効
果
」
分
析
で
も
、
「
マ
イ
ナ
ス
効

果
」
は
無
視
さ
れ
、
投
資
効
率
は
不
当
に
過
大
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
楽
ダ
ム
計
画
（
費
用
対
効
果
二
・
八
）
で
は
、
便
益
に
、
治
水

（
三
二
三
〇
億
円
）
の
ほ
か
に
、
環
境
保
全
の
名
目
で
「
流
水
の
正

常
な
機
能
の
維
持
」
（
一
二
六
九
億
円
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

設
楽
ダ
ム
の
計
画
貯
水
容
量
は
九
八
〇
〇
万
ト
ン
。
そ
の
約
六
割

以
上
の
六
千
万
ト
ン
が
「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」
に
使
わ
れ

る
と
す
る
、
い
わ
ば
「
流
水
正
常
機
能
維
持
」
ダ
ム
？
で
す
。

①

「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」
は
科
学
的
根
拠
な
し

「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」
と
は
、
「
渇
水
時
に
ダ
ム
か
ら

水
を
放
流
し
、
河
川
流
量
を
増
加
さ
せ
、
河
川
の
生
態
系
や
景
観
を

保
全
す
る
機
能
」
と
国
交
省
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
国
交
省
は
「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」
の
も
た
ら

す
環
境
の
影
響
評
価
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
、
と
認
め
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
水
正
常
機
能
維
持
を
「
プ
ラ
ス
効
果
」
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ダ
ム
建
設
は
環
境
へ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
の
方

が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
下
流
へ
の
砂
利
等
の
供
給
が
阻
害
さ
れ

ま
す
。
河
川
環
境
悪
化
、
生
物
多
様
性
の
破
壊
、
仮
称
の
浄
化
阻
害
、

三
河
湾
の
砂
浜
や
干
潟
の
破
壊
、
湾
内
の
自
然
環
境
の
悪
化
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ダ
ム
の
貯
水
に
よ
る
水
質
悪
化
に
よ
り
、
川
の
放
水
路

化
が
進
み
、
地
滑
り
な
ど
ダ
ム
災
害
の
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

②

「
過
大
」
粉
飾
装
置
と
し
て
の
「
身
代
わ
り
ダ
ム
建
設
費
」

「
流
水
正
常
機
能
の
維
持
」
の
環
境
影
響
評
価
は
確
立
し
て
い
な

い
の
で
（
？
）
、
一
つ
一
つ
の
環
境
維
持
機
能
を
計
算
し
積
み
上
げ

る
方
式
で
は
な
く
、
「
流
水
正
常
機
能
維
持
」
に
使
わ
れ
る
と
さ
れ

る
六
千
万
ト
ン
の
治
水
ダ
ム
（
身
代
わ
り
ダ
ム
）
建
設
を
想
定
し
、

そ
の
費
用
を
「
便
益
」
（
プ
ラ
ス
効
果
）
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

設
楽
ダ
ム
は
、
「
流
水
正
常
機
能
維
持
」
が
ダ
ム
貯
水
容
量
の
六

割
以
上
と
異
常
に
大
き
い
た
め
、
「
身
代
わ
り
ダ
ム
建
設
費
」
は
、

一
二
六
九
億
円
と
、
設
楽
ダ
ム
本
体
の
建
設
費
一
三
六
〇
億
円
に
ほ

ぼ
匹
敵
す
る
、
異
常
な
過
大
計
算
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
、
「
流
水
正
常
機
能
維
持
」
を
身
代
わ
り
建
設
費
で
代
替

す
る
制
度
的
根
拠
も
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

ど
こ
か
ら
み
て
も
、
非
科
学
的
な
異
常
な
ご
ま
か
し
試
算
で
す
。

③

基
準
地
点
（
牟
呂
松
原
頭
首
工
）
で
の
「
過
大
」
水
量
確
保

こ
れ
は
寒
狭
川
導
水
路
を
通
し
て
、
宇
蓮
川
水
系
の
「
水
問
題
」

ま
で
設
楽
ダ
ム
に
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
流
水
正
常
機
能
維
持
」
に
必
要
な
水
量
そ
の
も
の
が
、
過
大
に
設

定
さ
れ
て
い
る
。
水
増
し
「
試
算
」
で
あ
る
。

百
五
十
年
に
一
回
と
い
う
巨
大
洪
水
に
対
応
す
る
の
に
、
集
水
面

積
９
％
に
過
ぎ
な
い
上
流
部
の
設
楽
ダ
ム
は
無
能
力
で
す
。
し
か
も
、

二
百
年
、
三
百
年
に
一
回
な
ど
想
定
は
無
限
大
に
拡
大
で
き
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
数
十
年
に
一
度
程
度
の
洪
水
に
治
水
対

策
を
集
中
す
べ
き
で
す
。
そ
の
程
度
で
あ
れ
ば
、
森
林
涵
養
、
堤
防

強
化
、
河
道
整
備
、
遊
水
池
確
保
、
低
地
域
で
の
安
全
性
確
保
な
ど
、

総
合
治
水
対
策
で
対
応
で
き
る
。
す
で
に
、
戦
後
最
大
洪
水
に
対
し

て
は
、
一
部
を
の
ぞ
き
、
そ
の
後
の
河
川
改
修
な
ど
で
ほ
ぼ
対
応
で

き
て
い
ま
す
。
巨
大
洪
水
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
人
的
被
害
を
最
小

に
抑
え
る
総
合
対
策
が
必
要
で
す
。
事
業
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
も
、

過
大
な
「
治
水
効
果
」
を
是
正
す
べ
き
で
す
。

「
残
存
価
値
」
は
無
意
味
で
す
。
完
成
後
５
０
年
後
に
残
る
実
質

的
な
価
値
が
あ
る
か
疑
わ
し
く
、
む
し
ろ
、
ダ
ム
廃
止
後
の
撤
去
費

を
「
費
用
」
に
計
上
す
べ
き
で
す
。

二
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年
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